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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2019 年１月 10 日開催の取締役会において、2018 年 10 月 11 日に開示した 2019

年８月期(2018 年９月１日～2019 年８月 31 日)の第２四半期累計期間の連結業績予想を下

記のとおり修正することといたしましたので、お知らせいたします。 

なお、2019 年８月期通期における連結業績予想については、当初の計画通り据え置きと

させていただきます。 
 

記 

１．2018 年８月期第２四半期累計期間の連結業績予想数値の修正 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に

帰 属 す る

四半期純利益 

１ 株 当た り 
四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 8,000 250 225 125 ８  64 

今回修正予想(B) 8,000 400 380 210 14 50 

増減額(B-A) ― 150 155 85 ― 

増減率(%) ― 60.0 68.9 68.0 ― 

(参考)前期第２四半期実績 
(2018 年８月期第２四半期実績) 

5,800 541 562 340 23 58 

 

２．第２四半期累計期間の連結業績予想修正の理由 

当第１四半期の業績につきましては、注力領域での好調な受注環境を受けて、対前年

同四半期比 48.8%増収で着地いたしました。一方、売上総利益については、過年度より

実施してきた利益率改善の各種施策の効果やグループ経営の推進により、売上総利益率

が大きく向上し、売上総利益額は前年同期比 62.9％と着実に収益基盤を拡大させてまい

りました。 

当第２四半期につきましても、引き続き生産性の高いサービス提供を行える体制が整

っていることを鑑み、第２四半期連結累計期間における営業利益、経常利益、親会社株

主に帰属する四半期純利益は当初の業績予想を上回る見通しとなりました。 

 



   

 

３．通期の連結業績予想について 

今後の事業展開については、当第１四半期の実績および足元の業績動向から、計画通

りに推移するものと予想しております。 

売上高 1,000 億円に向けたギアチェンジとなる SHIFT300 で計画した各施策は順調

に推移しており、今後も人材採用力の強化やブランディングに対する投資を積極的に行

うことで、さらなる成長を進めてまいります。 

そのため、2019 年 8 月期通期の連結業績予想につきましては、当初の計画に変更は

ありませんが、今後の業績動向を踏まえ、業績予想の修正が生じた場合には速やかに開

示いたします。 

 

 

 

※上記の予想は、本資料の日付時点において入手可能な情報による判断及び仮定を前提

にしており、実績の業績は今後様々な要因により当該予想値と異なる結果となる可能

性があります。 

 

以 上 


